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◆
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

　

教
育
予
算
を
国
全
体
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
確
保
・
充
実
さ
せ
る

た
め
、
下
記
の
事
項
を
実
現
さ
れ

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

一　

少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ

と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
豊
か
な
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
30

人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

二　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
そ

の
根
幹
と
な
る
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
と
と

も
に
、
国
負
担
割
合
を
２
分
の

１
に
復
元
す
る
こ
と
。

三　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教

育
復
興
の
た
め
の
予
算
措
置
を

十
分
行
う
こ
と
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
内

閣
官
房
長
官
・
文
部
科
学
大
臣
・

財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
地
域
主
権
推

進
）】

　

本
市
議
会
の
意
思
と
し
て
、

国
や
県
な
ど
の
関
係
行
政
機

関
の
ほ
か
、政
府
な
ど
に
「
意

見
書
」
を
提
出
し
て
問
題
の

積
極
的
な
解
決
を
求
め
ま
す
。

意
見
書（
要
旨
）

◆
学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上
の

た
め
の
新
た
な
制
度
創
設
を
求

め
る
意
見
書

　

政
府
に
お
い
て
は
、
大
規
模
地

震
等
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
学
校
施
設
が
地
域
の

拠
点
と
し
て
十
分
機
能
す
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
向

上
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
活

用
で
き
る
国
の
財
政
支
援
制
度
の

改
善
並
び
に
財
政
措
置
の
拡
充
に

関
す
る
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

一　

新
増
改
築
時
の
み
整
備
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
貯
水
槽
・
自

家
発
電
設
備
等
防
災
設
備
整
備

を
単
独
で
行
う
場
合
に
も
補
助

事
業
と
す
る
な
ど
、
学
校
施
設

防
災
機
能
向
上
の
た
め
の
新
た

な
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

二　

制
度
創
設
に
あ
わ
せ
、
地
方

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
地

方
財
政
措
置
の
拡
充
を
図
る
こ

と
。
な
お
、
当
該
整
備
事
業
の

交
付
金
化
、
及
び
地
方
債
の
地

方
交
付
税
措
置
を
拡
充
・
確
保

す
る
こ
と
。

三　

学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上

と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を
図
る
た

め
、
太
陽
光
発
電
の
み
で
は
な

く
、
太
陽
熱
、
温
度
差
熱
利
用
、

蓄
電
池
な
ど
に
つ
い
て
も
補
助

対
象
を
拡
充
す
る
こ
と
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
文

部
科
学
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務

大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
】

安藤真理子議員

新
斎
場
建
設
計
画
に
つ

い
て

意
見
書
（
要
旨
）

（要旨）

一
般
質
問

新
斎
場
の
増
改
築
計
画
に
つ

い
て
、
地
元
説
明
な
ど
が
十

分
に
行
わ
れ
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
の
期
限

が
延
長
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

と
畜
場
の
移
転
等
、
計
画
を
見
直

す
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

新
斎
場
建
設
の
基
本
計
画
策

定
に
際
し
て
は
、
別
に
と
畜

場
移
転
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

た
た
め
、
話
し
合
い
や
事
業
調
整

を
行
っ
て
き
た
が
、
移
転
の
見
通

し
が
立
た
な
い
こ
と
や
、
早
期
の

斎
場
建
替
え
が
必
要
な
た
め
、
利

便
性
向
上
も
図
れ
る
北
側
へ
の
拡

質
問

市
長

張
計
画
と
し
、
地
元
町
内
会
等
へ

の
説
明
や
町
内
回
覧
に
よ
り
周
知

を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
要
望
が

あ
る
場
合
は
対
応
し
て
い
る
。

　

斎
場
整
備
は
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
事
業
で
あ
り
、
法
に
基
づ

き
市
民
等
の
意
見
聴
取
に
関
す
る

手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
沿
っ
て
進
め
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、
基
本
計
画
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

　

現
斎
場
は
、
供
用
開
始
後
31
年

が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
等
が
進

み
早
期
建
替
え
が
望
ま
れ
て
い
る

の
で
、
平
成
27
年
度
を
目
途
に
整

備
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・「
水
郷
プ
ー
ル
」に
つ
い
て

吉田博史　議員

定
員
適
正
化
に
伴
う
職
員

の
削
減
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上
に
つ
い
て

今
後
の
業
務
体
制
は
、
経
費

削
減
の
効
果
だ
け
の
評
価
は

大
変
危
険
で
、
多
面
的
な
観
点
か

ら
評
価
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。
ま
た
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

質
問

シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
に
は
何
が

必
要
で
あ
る
か
伺
う
。

行
財
政
改
革
大
綱
の
基
本
理

念
の
も
と
、
全
庁
挙
げ
た
取

り
組
み
に
よ
り
成
果
へ
と
結
び
付

け
て
き
た
。
こ
の
中
の
定
員
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
最
少
の
人
数
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
と
い
う
視

点
に
立
ち
、
５
年
間
で
計
画
を
上

回
る
118
名
の
職
員
を
削
減
し
て
、

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
づ
く
り
を

進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
き
た
。
持
続
可
能
な
行
財

政
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
活
か
し

な
が
ら
、
今
後
も
、
た
ゆ
ま
ぬ
行

財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
や
県
か
ら

の
権
限
移
譲
や
複
雑
、
多
様
化
す

る
行
政
需
要
へ
の
対
応
か
ら
業
務

量
が
増
大
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
各
部
署
の
実
情
を
把
握
し
た

上
で
、
業
務
が
円
滑
に
処
理
さ
れ

る
よ
う
人
員
の
配
分
を
検
証
し
、

職
員
の
適
正
な
配
置
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
に
は
、
１
つ
目
と
し

て
職
員
の
資
質
の
向
上
、
２
つ
目

と
し
て
人
を
育
み
、
組
織
を
活
性

化
す
る
た
め
の
職
場
風
土
づ
く
り

の
必
要
性
、
そ
れ
か
ら
、
３
つ
目

市
長


